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IO月IOB臥日の愛韓章一
1010を横にすると人の顔の目とまゆに見えることから、

目を大切にし、目の健康を考える「目の愛護デー」となりました。

この恕釜に旨迫の昌の乱僧を慮り逼ってみましょう。

練馬区立仲町小学校

保健室
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●まえがみは目にかからないようにする
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箭の嵩でも見えにくい人は、

眼科を受診して、めがねが

必要か相談しましょう。



億瞳善貞義の鐘劫を繕爺しさすJ協盛闇重婚短命斬謝簡
塊茎達答では、みんなが芋露に遍こせるようにポスターで壷びかけをしたり、

深み紺乱こ茨のような端をしたりしています。祥竃粘掻康を斐える億の筆の芳鮎」の簑苫鎧です。

諾讐慧妄執驚慧慧讐：芸忘票霊悪書禦貢琵琶崇芸冨要す。
石けんが掌＜なくなっているところは、よく手を洗うクラスだとわかります。

くけが笑、鑑払お量嘉〉　尉轟鼠こ嘉た箕の睾藷や康幸を苦慮したり、圭皇てのお萱諾いを

したりします。たくさんのXが嘉だ絡ま、とてもたいへんです。

◇鐘錨をしていて島っいたこと　．．．1。月3日の委員会より．．．

・意外とけ

・休み時間

が笑が乳1。諒がついたまま笑ってくる箕が凱1。

の恕遍くらいに、筏鞄毒に兵る箕が乳1。

・岩けんを番って圭を洗っていない箕が乳1。

・ハンカチを轟っていない箕が乳1。

◇嶺鵜巻島勤l朝敵lしたいこと
・外でけがをした

・髄や酢で
．ハンカチを鳥っ

どうしたらよくなるのか、

委員会で考えています。

こらからの活動にご期待〈ださ＼

ら、諒を宗で凱1第してから鶴亀こ彙てほしい。

は静かにしてほしい。

てください。

・圭をきちんと洗う。　．ハンカチで圭をふくようにしてほしい。

・早めに日計表を出してほしい。

・毒害潜試うさわかない監らない。　．晶錐を是らないでほしい。

・衡産室でずっとうろちょろしないでほしい。．あまり筈ない題びをしないでほしい。
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〆　9月の保健室
円　　今年の9月は、運動会の練習に最良の天気でした。．例年は暑い中熱中症の心配をしな

蔓　がら練習をしていましたが、今年は穏やかな陽気で気持ちよく運動できた日が多かった
≡　と思います。予定どおりに練習も進み、落ち着いて行動できたせいか、練習中から運動
≡　会本番まで大きなけがはありませんでした。3週目あたりに体調不良の児童が少し増え
≡　たことは気がかりでしたが、ほとんど長引くことはありませんでした。
8

▼1

m　　9月に出席停止の病気で休んだ人は、流行性耳下腺炎（おだふく）5人、咽頭結膜熱

いプール熱）2人、溶連菌感染症3人、手足口病3人、マイコプラズマ感染症1人でした。
≡　耳の下あたりが痛かったり、ふくらんでいたりするとおたふくの可能性があります。ま
萱　だかかっていない人や予防注射をしていない人は注意してみてください。

：　運動会を終えて…

≡　マーチンク、組み体操、応援団等々、子供達は本当によくがんばりま
，した。練習を積んでがんばってきたからこそ、演技後には清々しい笑
≡　顔があふれていたと思います。
≡　二おうちの方が『喜んでくれた』『ほめてくれた』ことで、さらにい

喜　い笑顔が生まれます。「さかったきけさくがんlあたねJ」何度でも

ミ　言ってあげてください。
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